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西安近郊にある『中華農耕文明の発祥地』
楊凌（イャンリン）

• 中国陝西省都西安の西約80km、約４０００年前、中国歴史上
初の「農官」（現農業大臣相当）と称される后稷（こうしょ
く）氏が楊凌にて農地を開拓し始めたことが、中華農耕文明の
スタートとの伝承。

• 中国国内で５４の国家ハイテク産業開発ゾーン、その中で唯一
農業に重点を置き、１９９７年７月１３日に国務院が設立を決
定した「農業国家ハイテク産業モデルゾーン」であり、過去15
回にわたり中国最大の農業国際博覧会である「中国農業ハイテ
ク産業博覧会」を開催。

• 「西安曲江（きょくこう）農業博覧園」西安曲江新区観光農業
のモデルプロジェクト。生態旅行をテーマに、有機食品体験館、
農耕種植園、曲江菜園、グリーンの子供時代、エコ生活館、秦
嶺花鳥園、楼観駅站の7つの現代農業ハイテク温室とレジャー
スポットやレストランなど。



農業国家ハイテク産業モデル
ゾーン

• １９の国家省庁と陝西省政府の共同指導・支援の下で
設立された同産業モデルゾーンは、中国における農業
ハイテクモデルだけでなく、全国の「観光モデル地
域」や「衛生地域」としても認定。楊凌市内には「白
菜」「トウガラシ」など農業をテーマとした彫刻がそ
びえ立ち同市の「農業ハイテク産業モデルゾーン」と
しての特徴を表しているそう。

• 「産学研連携」を通じて、農牧良種、バイオ農業、グ
リーン食品（農薬や環境に配慮した安全な農作物）、
バイオ製薬といった四つの特色のある産業の形成に取
り組み、１９９７年と比較した２００６年の総工業生
産高は１．２億元から２０億元になったように、年２
０％から６０％の高成長を記録。



2016.06.07
西安にてＧ20農林大臣会合開催
• 議長国・中国、日本、ドイツ、トルコ、アルゼンチン、豪州、ＥＵ、韓国など26か国
とＦＡＯ（国連食糧農業機関）、ＩＦＡＤ（国際農業開発基金）、ＩＦＰＲＩ（国際
食料政策研究所）などの国際機関が出席。日本からは森山農相が出席、生産性を向上
させるイノベーションや農産物の付加価値を高めるバリューチェーン構築などの「産
業政策」の推進と合わせて、地域の共同活動を支援する「地域政策」を「両輪」とし
て推進することが重要」と表明。

• 「世界で7億9500万人がいまだに慢性的な飢えに苦しみ、20億人が栄養不良に苦しん

でいることを「深く憂慮」し、農業と農村開発が、世界の食料安全保障と貧困緩和に
とって不可欠であり、包括的経済成長、社会の安定、天然資源の持続可能な利用に大
きく貢献することを「再確認する」閣僚コミュを採択。

• また、家族農業や小規模農業が「世界の大部分の農地を経営し」「世界の食料安全保
障及び社会の安定を支えていることを認識する」と記述。ただし、小規模農家はグ
ローバル化や気候変動の悪影響、複雑化するフードバリューチェーンなどの重要な課
題に直面していることを指摘し、生産性向上や、農家の共同活動や組織化、イノベー
ション、適切な資材の提供、融資などの取り組みへの支援の必要性。

• そのほか女性や若者の参画促進や農村経済の活性化と農村インフラの維持・改良、い
わゆる6次産業化など農村地域の所得向上に資する革新的モデルの共有を奨励するこ
とも盛り込まれた。



西安市周辺に分布する
「農家楽」観光区

• 「農家楽」は農民体験、農村観光，農業観光などで、中国では新型観光と
して大流行している。西安市は四川省成都市と並ぶ農家楽のモデル地区。

• 兵馬俑博物館付近の道路沿いに散在していた農家料理店から始まり、果物
狩り，レジャー，娯楽，魚釣り，バーベキューなどそれぞれに特色を出す
観光区が西安市の東西南北に分布し、特に市の南の秦嶺山脈に巡る環状線
に最も多く分布。

• 西安市観光局は「農家楽」観光の発展を重視、西安市観光局のホームペー
ジでも「農家楽」観光のコースを記載。「西安市は農家楽産業の衛生面や
サービス水準を規範化するため、サービス基準システムを発表し、同基準
を達成しない業者の経営資格を取り消すことにした。」（新華社通信）

• 2014 年12 月までに西安市観光業管理部門の教育育成指導を受けた上で，
「農家楽」経営許可を得たのは約1500 店、他に自発的に経営している店が
約600 店。2013年の農家楽訪問者数は126万人。主に西安市民。日帰り4割、
宿泊6割。経済効果が大きく経営者は農民富裕層。



西安市における「農家楽」の分布

秦始皇帝陵博物院への道中の農家楽は、
温泉で有名な華清池と臨潼区（りんとうく）、最も近いのが秦俑村農家楽



楊凌国家農業高新技術産業模範区
西北農林科技大学博覧園



中国農業歴史博物館



水と農に支えられる都市・西安

紀元前11世紀に殷王朝を倒した西周王国が都を定めて以後、
秦の始皇帝時代の咸陽、随と唐の時代の長安、
「一帯一路」の元となるシルクロードの始まりの地、
唐が滅びる10世紀初頭までの約2000年の間に12の王朝によって、
中国史上最も長く都がおかれた都市。
北は人類の発祥・三代文明の一つである黄河支流の渭河（いが）
南は秦嶺（しんれい）山脈からもたらされる豊かな水と肥沃な農地。
文明と都市は、水と農により成り立つ


